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１．概要（Summary） 

メタマテリアルとは、波長より小さな構造からなる人工的

な媒質のことで、構造の設計により様々な電磁応答を実

現することから注目を集めている。特に、2次元構造のメタ

マテリアルはメタ表面と呼ばれ、波面制御や偏光制御な

ど広く研究されている。 

本研究では、バビネの原理をテラヘルツ波の偏光制御

に応用することを目的とし研究を行った。特に、変形チェ

ッカーボード構造を基本とするメタ表面に、金属・絶縁体

転移を示す二酸化バナジウムを導入し、異方性メタ表面

の偏光間補対構造転移を実現することで、切り替え可能

な１/４波長板を実現する方法に関して研究した。 

 

２．実験（Experiment） 

【利用した主な装置】 

レーザー直接描画装置、電子線蒸着装置、多元スパッ

タ装置 

【実験方法】 

二酸化バナジウムはスパッタ法によってｃ面カットのサフ

ァイア基板上に成膜した。二酸化バナジウムのパターンを

レーザー直接描画装置で描画し、酸によるウェットエッチ

ングで目的の構造を作成した。次に、金属の構造（変形

チェッカーボード構造）と電極を作るために、リフトオフ用

のパターンをレーザー直接描画装置で描画し、電子線蒸

着装置でアルミニウムを蒸着したのちに、リフトオフを行っ

た。また、電流転移を促進するために、メタ表面の外部に

チタン膜によるヒーターを同じリフトオフの手法を用いて取

り付けた。 

作成したメタ表面の特性評価は、テラヘルツ時間領域

分光法により行った。測定は、偏光ごとに行い、電極間に

電流を流したときと流していないときの透過特性を解析し

た。 

 

Fig.1 Photograph of antistrophic metsurface. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 上図に作成したメタ表面の写真を示す。電極と電線は

導電性エポキシ接着剤を用いて固定した。配線間の電

流-電圧測定の結果では、電流の増加に伴い２段階の電

圧低下が観測され、２段目の電圧低下以降では二酸化

バナジウムがほぼ全領域で相転移していることが分かっ

た。時間領域分光法を用いてテラヘルツ波の透過測定を

偏光ごとに行い、このメタマテリアルが設計通り切り替え

可能な１/４波長板として機能していることが分かった。 
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